
2022 年 6 月９日 

一般社団法人日本パラ水泳連盟 

 

新型コロナウイルスの感染による世界選手権大会への参加遅延について 

 

マデイラ 2022WPS 世界選手権大会（ポルトガル・マデイラ）へ向け、ポルトガル・ポルトでの事前合

宿中（5 月 26 日～6 月 9 日）の選手 1 名（東京パラリンピック メダリストの富田宇宙選手）、スタッフ

2 名の陽性者が発生し、富田選手の世界選手権への参加が遅れることとなりましたのでお知らせいたしま

す。 

 

感染者 3 名とも軽症。 

世界選手権主催者の感染対策として、7 日経過後の PCR 検査の陰性証明が必要となっており、この指

示に従い 3 名は現地にて陰性証明が取れるまで待機措置を取っております。 

富田宇宙選手は 6 月 4 日に陽性となりましたので、11 日の検査が陰性であれば 12 日に現地へ移動と

なるため、12 日の 50m 自由形は棄権となり、13 日 100m バタフライから出場となる予定です。なお、

陰性になった時点で移動、大会へ合流となるため、状況によっては参加が遅れていきます。 

 

 他の日本選手団員は、大会参加に向けてマデイラへ移動、日本選手団としてさらなる感染防止策を講

じ慎重に活動して参りますのでご理解を賜りたいと存じます。 

 

記 

 

【当連盟参加者数】 

・選    手：11 名 

・スタッフ：14 名 

【陽性者】 

・選    手：1 名 

・スタッフ：2 名 

 

 

以上 


